
横浜市からのお知らせ

詳細は、横浜市のウェブページをご覧ください。 横浜市 納付方法

事務所等で市税の納付が可能です！
～新型コロナウイルス感染拡大防止のために、ぜひご利用ください～

◎スマホ決済　
　【対応アプリ:】 PayPay、 LINE Pay、PayB、FamiPay、au PAY
◎ペイジー納付
◎クレジット納付（※税額に応じて、システム利用料がかかります。）
　【対応ブランド】
Visa、Mastercard、JCB、American Express、Diners Club

【取扱対象税目】
●個人市民税・県民税（普通徴収分）
●固定資産税（償却資産）
●固定資産税・都市計画税（土地・家屋）
●軽自動車税（種別割）

【ご注意】
●上記方法で納付した場合は、領収証書が発行されません（領収証書が必要な方は、金融機関窓口やコンビニエンス・
　ストアで納付してください。）。
●金融機関等の窓口で、クレジットカードやアプリを提示して納付することはできません。
●口座振替からクレジット納付等へ変更される場合は、口座振替を解約していただく必要があります。

　日本に歯ブラシ（取っ手に毛が植えてあるもの）が入ってきたのは幕末から明治にかけての文明開化とともにで
した。それ以前は房楊枝という木の先端の繊維をほぐして房状にしたものを使っていました。房楊枝のルーツは歯
木と呼ばれ、古代インドで考案され仏教と共に中国、朝鮮を経て日本に伝わりました。当初は僧侶や公家、武家な
どの上流階級しか使われませんでしたが、江戸時代には一般庶民にまで広まりました。江戸時代には房楊枝と呼ば
れ、楊枝店や楊枝を使用している様子が浮世絵に多く描かれています。
　今では色々な歯ブラシが市販されています。歯ブラシは毛先で歯垢を取り除きます。毛先が開いたブラシでは歯
垢除去の効率が悪くなりますし、歯肉を傷つける危険もあります。毛先が開いた歯ブラシは交換しましょう。また
ブラシの寿命は１か月程度なので、交換時期の目安にしてください。歯ブラシの届きにくい所は歯間ブラシや糸よ
うじ、デンタルフロス等を使うと良いでしょう。日本歯科医師会では80歳で20本の歯を残すという目標がありま
すが、人生100年時代なので100歳で28本の歯が残るのを目標に日ごろの歯磨きをしましょう。

理事　湯川　光徳

歯科医師部会だより

　　私がそれまで使っていたガラケーをスマホに切り替えたのは６年前です。機
種はiPhone7、電話会社はNTTドコモ（現在はau）でした。
　私は現在78歳です。元々パソコン、テレビのYouTubeやPrime Videoの操作
が苦手です。今回もスマホの操作テキストを買ってきて読んでもさっぱり分から
ず、最後は別居している子供に電話して聴き、時には私の自宅に来てもらって、
教えを請うていました。同じことを何回か聞くこともあり、子供から嫌味を言わ
れることも少なくありません。
　現在は、スマホでの通話、メッセージやラインでの情報交換、写真の撮影と転送などは最低限対応できていると
思っています。
　今回のスマホ講習会を受講しようと思ったのは、もしかしたらスマホの基本的操作について、まだ私の知らない
ことがあるのではと思ったからです。
　当日の講習会では、分かりやすいテキストが配布され、また講師の説明も的確で非常に分かりやすい内容でした。
その説明を聞いた限りでは、概ね私も知っていることで安心しました。ただ、アプリの入れ方については初めて聞く
ことが幾つかあり、またQRコードの読み込みについては全く知りませんでしたので、非常に参考になりました。
　現在、私は社会福祉士として認知症高齢者や知的障害者の成年後見人に就任して一定の収入を得ており、そのた
め青色申告会に加入しています。しかし、最近は高齢のため行動力も低下し、用務日誌や金銭出納帳の記載ミスも
みられるようになりました。そのため、今年限りで、現在の業務を別の社会福祉士に移管して、青色申告会も退会
する予定です。
　そうなると、現在、青色申告会が実施している会員相互の親睦を深めるための日帰りバス研修旅行、時勢に合わ
せた署長講演会や今回のような講習会に参加できなくなります。非常に残念です。何とかならないでしょうか？　
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スマホ講習会に参加して


